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２０２２年８月２４日 

 

白岡市 

東日本電信電話株式会社 埼玉支店 

 

白岡市と東日本電信電話株式会社 埼玉支店との 

「多分野連携に関する協定書」締結式を実施 

 

白岡市（市長：藤井栄一郎）と東日本電信電話株式会社 埼玉支店（執行役員 支店長：市川泰

吾、以下「ＮＴＴ東日本」）は、地域社会のデジタル化推進（まちづくり）および市民サービスの向上を

図る自治体 DX の推進に向けた検討について連携して取り組むため、多分野連携に関する協定書

を締結することとし、以下のとおり締結式を実施いたしました。 

この協定は、東日本電信電話株式会社の強みを生かした、連携項目（災害対策、地域の街づくり、

行政運営の効率化及び自治体ＤＸ等）を効果的に取り組み、白岡市の更なる活性化及び市民サー

ビスの向上を目指すものです。 

 

１． 締結式 

（１）日時 ２０２２年８月２２日（月） １３時３０分から 

（２）場所 白岡市役所 ３階 庁議室 （白岡市千駄野 432番地） 

（３）出席者 白岡市長   藤井 栄一郎 

        ＮＴＴ東日本 執行役員 埼玉支店長  市川 泰吾 

 

２． 連携協定 

「多分野連携に関する協定書」 

 

３． 連携の内容  

（１）地域の安心・安全の向上、災害対策に関すること。 

（２）地域の街づくりに関すること。 

（３）健康長寿の推進に関すること。 

（４）ＳＤＧｓの推進に関すること。 

（５）働き方改革の推進に関すること。 

（６）行政運営の効率化および自治体ＤＸに関すること。 

（７）白岡市総合振興計画に掲げる“まちの将来像”の実現に向けた取組に関すること。 



 

４． 今後の取り組み予定 

本協定に基づき、まずは以下の内容について取り組みを検討していきます。 

○地域の街づくりに関すること 

センサーネットワークの活用など地域ＤＸの推進に関する取り組み 

○行政運営の効率化および自治体ＤＸに関すること 

市職員のＤＸ人材育成など庁内ＤＸの推進に関する取り組み 

 

５． 出席者コメント 

◆白岡市 市長 藤井 栄一郎（ふじい えいいちろう）コメント 

今回の協定締結により、当市と東日本電信電話株式会社さまの双方が持つ資源を有

効に活用し、多岐にわたる分野に連携して取り組むことで、白岡市のさらなる活性化

や発展、市民サービスの向上につなげてまいります。 

今後は、東日本電信電話株式会社さまとともに、行政運営の効率化や自治体ＤＸの

取り組みなどを推進してまいりたいと考えております。 

 

◆東日本電信電話株式会社 埼玉支店 

執行役員 埼玉支店長 市川 泰吾（いちかわ たいご） コメント 

当社は、電話・通信をベースとした事業を中心に実施してきた会社でございますが、

昨今は、お客さま課題や社会課題の解決に向けて電話・通信以外の分野でも、さまざ

まな取り組みをさせて頂いております。具体的には、様々な自治体さまと「地方創生・

スマートシティ」、「庁内業務のシステム化」はもとより、「気運醸成も含めた自治体の

ＤＸ化」に向けた取り組みを進めております。 

この度の「多分野連携に関する協定」締結を機に、白岡市さまと共に多くの取り組

みを実施し、活力ある地域社会の実現に向けて貢献して行きたいと考えております。 

 

６． 本件に関するお問い合わせ先 

白岡市 総合政策部 企画政策課 政策調整担当 

電話 0480-92-1111 内線 342 

E-MAIL kikaku@city.shiraoka.lg.jp 

 

東日本電信電話株式会社 埼玉支店 担当 市川、三浦 

電話 0120-915231（平日 9：00-17：30） 

 



                            

 

  



《当日の模様》 

 

白岡市と東日本電信電話株式会社 埼玉支店との「多分野連携に関する協定書」締結式を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  左：市川支店長   右：藤井市長 

 

 

 


